
《Ａコース　7.6㎞》

■男性 高校生～49歳まで

優勝　宮本直哉　 25分37秒（高知市）

■男性 50歳以上

優勝　佐竹誠二郎  29分56秒（徳島県）

■女性 高校生～49歳まで

優勝　森本ゆかり 34分30秒（高知市）

■女性 50歳以上

優勝　近森加代子 39分02秒（高知市）

《Ｂコース　4.0㎞》

■男性 小学生

優勝　千屋祐太　 14分22秒（香南市）

■男性 中学生～49歳まで

優勝　白井秀昇　 13分11秒（香川県）

■男性 50歳以上

優勝　高橋鉄昭　 14分18秒（高知市）

■女性 小学生

優勝　高橋由菜　 19分29秒（香南市）

■女性 中学生～49歳まで

優勝　松田杏奈　 14分13秒（高知市）

■女性 50歳以上

優勝　片岡幸子　 19分07秒（いの町）
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【第14回香南市山北みかん健康マラソン大会】

参加者約650人
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大会結果11／１(日) 　

　朝から雲行きのあやし

い天気となった大会当日。

案の定、開会式前に雨となり、

選手や運営にとって大変な一日となりま

した。雨の中での大会は、過去に３回。経験

あるスタッフのサポートや沿道からの声

援に後押しされるように、選手らは雨の中

をひたすら完走目指して走っていました。

interview

参加者に聞きました

お孫さん二人と参加お孫さん二人と参加

1414回連続出場回連続出場

香川県から参加香川県から参加

実行委員長実行委員長

大会事務局大会事務局

　前回大会で選手宣誓を務め
た経験をもつ貞弘さん。第１回
大会から参加され、県内各地の
マラソン大会にも参加するほど、
走ることが大好きなおじいちゃ
ん。お孫さんもおじいちゃんの
誘いで参加し「孫と一緒に走る
のは、家族のふれあいの場にも
なってえいねえ。来年は、今回
参加できんかったもう一人の
孫を連れて全員で完走したい」
とにこやかな表情で話してく
れました。

　息子さんが中学生の頃までは、
親子４人で参加していたとい
う有澤さん。参加のきっかけは、
新聞の募集記事。「コースは短
いけど、ついついハイペースで
走るから、一生懸命になりすぎ
てきついですよ」と教えてくれ
ました。連続出場について聞く
と「みかんやお昼ごはんが美味
しくて、気がつけば毎年参加す
るようになっていました」とう
れしいコメントをくれました。

　県外最多８回の出場。参加の
きっかけは、12年前に職場仲間
からの紹介で。「コースはアッ
プダウンがきついですが、至る
ところでみかん畑が広がり、海
も見えて景色が良い。何よりみ
かんがおいしくて、食べ放題が
うれしいですね。これからもで
きるだけ参加したい」と笑顔で
話してくれました。また、地元
スタッフの心温まるもてなし
にも喜ばれていました。

貞弘憲良さん(野市町)

岡村 彰さん
(ＪＡ土佐香美果樹部長)

有澤記朗さん(高知市)

! !

ダンボールで雨宿りダンボールで雨宿りダンボールで雨宿り

みかんの形をしたお面でみかんの形をしたお面でみかんの形をしたお面で

　きっかけは今から

16年前、低迷するみか

んの価格向上と消費

拡大という課題解決

のために、山北のみか

んロードを走ることで、

みかんの産地を身近

に感じてもらいたい

という思いでスター

トしました。一時は、参加者が1,000人を超す

こともありましたが、国体のため途中２年間

休止に…。再開した時には参加者が減り、スポー

ツクラブとともにＰＲ活動に奔走し苦労しま

した。地元の理解と協力があったからこそ、今

日まで続けることができたこの大会は、来年、

第15回の節目を迎えます。参加してくれる人

たちに、みかんの香る豊かな自然や心づくし

の料理など、手作りのもてなしを楽しんでも

らえるよう記念大会にふさわしい企画・運営

に取り組んでいきます。　

西内　慶明さん
(ＮＰＯ法人こうなんスポーツ
クラブ　クラブマネージャー)

中西 晃さん(香川県)

もうすぐゴールもうすぐゴールもうすぐゴール

　この大会は、主にＪ

Ａ土佐香美が運営の

中心になって行われ

てきましたが、平成15

年に地域のスポーツ

振興に力を貸してほ

しいと依頼があり、以

来事務局として大会

を支えています。ただ、

事務局を引き受けた

当時、創設２年目で思うようにはいきません

でしたが、行政やＪＡ、果樹部のほか地域ボラ

ンティア約200人の協力を得ながら、参加者の

けがや事故もなく、無事に終了。おかげさまで

年々参加者も増え、盛大な大会になっています。

　毎年多少の苦労はありますが、それよりも“人"

とのふれあいが、すばらしい財産となってい

ます。これからも「山北みかん」と「地域の“人"」

を武器に、参加される皆さんに喜んでいただ

けるよう頑張っていきたいと思います。

倖三朗くん 龍太朗くん

娘の知江さんと孫の優里奈ち

ゃん(左)と妻の久子さん(右)

が応援に。

おじいちゃん思いのお孫さん

に囲まれて。
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